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【
第
百
五
十
三
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

７
月
１
２
日
か
ら
東
京
都
に
４
度
目
と
な

る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
同
２
３
日
か
ら
始
ま
る
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
無
観
客
で
の
開

催
と
な
る
こ
と
が
決
ま
る
中
、
感
染
対
策
を

と
っ
て
十
日
目
と
千
秋
楽
が
開
催
さ
れ
た
。

九
日
目
を
終
え
た
時
点
で
、
横
綱
若
ノ
嶋

と
平
幕
の
白
閃
光
、
鬼
ヶ
嶽
の
３
力
士
が
１

敗
で
並
び
、
こ
れ
を
大
関

佐
賀
ノ
海
、
平
幕
の
太
刀

鳳
、
鹿
富
士
の
３
力
士
が

２
敗
で
追
う
優
勝
争
い
と

な
っ
た
。

迎
え
た
十
日
目
。
若
ノ

嶋
に
は
白
閃
光
と
の
直
接

対
決
の
割
り
が
組
ま
れ
た
。

若
ノ
嶋
は
八
日
目
に
鬼
ヶ

嶽
に
苦
杯
を
喫
し
た
。

「
な
に
か
見
え
な
い
力
に

負
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

」
と
若
ノ
嶋
。
苦
手
意
識

も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
親
方
衆
が
口
を
揃
え
て
言
う

よ
う
に
、
青
木
前
理
事
長
が
降
臨
し
て
大
き
な
力
を

与
え
た
よ
う
な
鬼
ヶ
嶽
の
気
迫
あ
る
相
撲
の
前
に
屈

し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
連
敗
し
な
い
の
が
今
場
所
の

若
ノ
嶋
の
強
さ
だ
ろ
う
か
、
九
日
目
の
白
閃
光
も
嫌

な
相
手
。
大
関
か
ら
陥
落
し
た
頃
は
右
か
ら
の
攻
め

が
影
を
潜
め
て
い
た
が
、
今
場
所
は
右
か
ら
の
投
げ

と
押
し
が
全
勝
優
勝
し
た
頃
の
勢
い
を
取
り
戻
し
た

か
の
よ
う
だ
。
磯
ノ
海
親
方
も
優
勝
し
て
再
び
大
関

返
り
咲
き
を
狙
う
弾
み
に
し
た
い
と
熱
が
入
る
。

「
若
ノ
嶋
は
な
か
な
か
押
せ
な
い
し
、
投
げ
と
い
う

手
も
あ
る
け
ど
な
ぁ
！
」
と
勝
つ
相
撲
を
あ
れ
こ
れ

イ
メ
ー
ジ
す
る
。

６
力
士
が
優
勝
争
い
を
演
じ
る
今
場
所
、

最
後
に
賜
杯
を
手
に
し
た
の
は
横
綱
若
ノ
嶋

だ
っ
た
。
十
日
目
、
千
秋
楽
と
連
勝
し
て
１

０
勝
１
敗
で
３
回
目
、
横
綱
と
し
て
は
初
め

て
の
優
勝
を
決
め
た
。
横
綱
在
位
１
８
場
所

目
で
や
っ
と
掴
ん
だ
悲
願
の
初
優
勝
と
な
っ

た
。
若
ノ
嶋
の
優
勝
は
第
１
３
５
回
以
来
、

実
に
１
８
場
所
振
り
（
約
７
年
振
り
）
の
優

で
、
こ
れ
は
優
勝
間
隔
の
最
長
記
録
と
な
っ

た
。

三
賞
は
、
殊
勲
賞
に
剛

勇
山
（
初
）
と
鬼
ヶ
嶽
（
２

回
目
）
、
敢
闘
賞
に
鬼
ヶ

嶽
（
２
回
目
）
、
技
能
賞
に

白
閃
光
（
３
回
目
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
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↑勝てば横綱初優勝となる千秋楽結びの一番。新横綱春ノ翔も勝ち越し

を賭けての負けられない一番だったが、春ノ翔の勢いが余って土俵に

沈んだ。

↑横綱として初の賜杯を朝日松理事長から受け取る

若ノ嶋。長い屈辱の日々を思い出してか、目には

光るものが。


